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Ａ．研究目的 

１．背景 

本研究の目的は、見えにくい個々の障害特性

を理解し、適切な環境調整を行うことが支援原

則とされる強度行動障害者支援の現場におい

て課題となっている支援対象者の全体像の理

解や、効果的、効率的な情報収集と情報共有に

ついて研究を行い、ICF（国際生活機能分類）

や ICT（情報通信技術）などを含めた支援現場

で活用できる PDCA サイクルを示すことである。 

具体的には、①ICFを用いて、支援対象者の

全体像を理解する、②解決につながる、当事者

自身のニーズ、活用できる特性やニーズを「氷

山モデル」の様式で整理し支援の焦点を明確に

する、③情報収集の労力負担の解消や客観的デ

ータ収集を目的とした ICTの活用、④支援チー

ムによる支援結果の分析と支援計画の修正を

行う、といったプロセスである。 

 

 

 

２．目的 

 本研究において行う先行研究調査や強度行

動障害者支援を行う事業所の実態調査を踏ま

え、上記の PDCA サイクルに沿った取り組みの

パッケージ化についての検討と、支援現場で活

用するための運用マニュアル案を作成するこ

とを目的とした。 

 

 

Ｂ．研究方法 

本研究は、先行して実施した「強度行動障害

者支援に関するアセスメントと記録、情報共有

等についての先行研究調査」及び「強度行動障

害者支援事業所におけるアセスメントと記録、

情報共有等の実態についての調査」の結果を踏

まえて、運用マニュアル案を作成した。 

 

 

 

 

研究要旨 

本研究は、先行して実施した先行研究調査や強度行動障害者支援を行う事業所の実態調査を踏

まえ、上記の PDCAサイクルに沿った取り組みのパッケージ化についての検討と、支援現場で活用

するための運用マニュアル案を作成することを目的とした。 

ICFに関しては、安達らの社会実装研究において効果が検証されている「ICF情報把握・共有シ

ステム」、記録の収集と分析を行う ICTツールとしては、井上らが開発した「Observations」を 

踏まえて、支援現場で活用するための運用マニュアル案を作成した。 
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Ｃ．研究結果 

 先行研究調査、現場支援者へのヒアリング調

査を踏まえて、運用マニュアル案を作成した

（資料）。 

 ICF に関しては、先行研究調査で把握したツ

ールであり、社会実装研究において既に効果が

検証されている安達らが開発した「ICF情報把

握・共有システム」を取り入れた。また、記録

の収集と分析を行う ICTツールとして、先行研

究調査で把握した、井上らが開発した

「Observations」を取り入れた。 

 これらを含んだ PDCA サイクルのイメージは

図１の通りである。 

 

Ｄ．考察 

 ICF については、以前より有用性を認識して

いる事業所は多いが、包括的な情報を整理する

ために 1,000 項目以上の項目を確認する労力

やその分析についてのノウハウが欠けていた。  

また、ICTの活用は新型コロナ感染症の影響下

で全国の現場で検討されているが、強度行動障

害について取組んでいるものは少ない。 

 この２点について先進的な取組を行い、一定

の効果をエビデンスとして確認できているツ

ールを今回は試行的に導入するが、全国の強度

行動障害者支援現場で実装できるかどうか、今

後の検証が必要であると考えられる。 

 

Ｅ．結論 

 本年度の研究では、ICF と Observations を

強度行動障害者支援の現場で試行するための

マニュアル作成を行った。 

研究期間２年目（最終年）は、強度行動障害

者支援を行っている事業所での試行を実施し、

使い勝手や効果、課題などの検証を分析し、最

終的な運用マニュアル作成に取り組んでいく

予定である。 
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図１ ＰDCA サイクルのイメージ 
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